
  

      

 

 

 

 

 

  
 

春の訪れを告げた桜には若葉が萌え出すようになりました。また、残堀川沿いの白や紫

や赤いツツジの花も、５月のさわやかな晴天の陽光を浴びて色鮮やかに咲いています。 

 入学・進級して１ケ月が過ぎようとしています。今は新学期から日々緊張して過ごして

いた疲れがピークを迎える時期かと思います。連休を上手に利用して、身体の疲れをとる

とともに、御家族での触れ合いの時間を普段よりも少し長くとっていただければ幸いです。 

 また、この時期は、それぞれが目標を立て、それに向けて少しずつ歩みを始めている頃

です。目標を決めたのは自分、それを実行するのも自分、家族の方は応援団です。毎日の

積み重ねをもとにその達成を目指しましょう。 

さらに、環境の変化から新たな交流も多くなりました

が、この頃になると、自分の周りの様子がだいぶ見えてき

たのではないでしょうか。学級内外の多くの人と関わりを

もち、多くの考えに触れることは大切なことです。今の時

代を表すキーワードは様々ありますが、「多様性」は欠か

すことができないものだと思います。関わりをもつ中で、

自分と異なる考えを知ること、その考えについて自分自身

の考えをもつこと、たとえ自分と相容れない考えであったとしても、その相手を尊重する

ことなど自然と身につけられるとよいでしょう。 

さて、連休明けには、中間考査と運動会を予定しています。個人で、学級で、学年で目

標に向かって進んでいき、まずは結果を出せるよう努力すること、そして、その結果のみ

に左右されず、自分としっかり向き合って振り返りをし、周囲の人と達成感を味わう機会

としてください。 

 

 

 

例年４月２９日（昭和の日）に行われる、「横中馬獅子舞例大

祭」を鑑賞してきました。長圓寺出立の合図に昼花火も上がる

中、一中生のお囃子の横笛を奏でる姿も見ることができました。

五穀豊穣・家内安全・交通安全の祈願を込めたこのお祭りは、武

蔵村山市の無形民俗文化財にも指定されているもので、迫力あ

る獅子舞や軽快な棒使いの演技を味わってきました。 

一中だより
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５月を迎えて 
校長 森元 隆之 

「横中馬獅子舞例大祭」を味わう 


